
 
平成２１年１１月６日 

 

地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査の結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

今回の調査結果では、地上アナログテレビ放送が終了する時期の認知度は８９．６％と

なっているほか、地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率は６９．５％となってい

ます。 

総務省では、引き続き関係者と連携し、地上デジタルテレビ放送移行に関する認知度向

上や受信機普及の促進等に向け、周知広報活動などの取組を積極的に進めていく予定で

す。 

 

【調査概要】 

○調査実施時期   平成２１年９月 

○調査対象地域   全国４７都道府県の全域 

○調査対象者    男女１５歳以上８０歳未満の個人 

○調査方法     RDD 法によりサンプルを抽出した後、郵送調査を実施 

○有効サンプル数  １２，８６４ 

○調査実施団体   社団法人デジタル放送推進協会 

○調査請負先    株式会社サーベイリサーチセンター 

 

（連絡先） 

【本調査全般について】 

連絡先：情報流通行政局放送技術課 

担  当：木村課長補佐、羽多野開発係長 

電 話：０３－５２５３－５７８５ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－５７８８ 

 

 

【地上デジタル放送の推進について】 

連絡先：情報流通行政局地上放送課 

担 当：原田課長補佐、広瀬計画係長 

電 話：０３－５２５３－５７９２ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－５７９４ 

【ＢＳデジタル放送の推進について】 

連絡先：情報流通行政局衛星・地域放送課  

担 当：小西課長補佐、北山企画係長 

電 話：０３－５２５３－５７９９ 

ＦＡＸ：０３－５２５３－５８００ 

 

 総務省は総務省テレビ受信者支援センターの運営団体である社団法人デジタル放送

推進協会と協力し、地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査を実施しました。 

本調査は、テレビ放送のデジタル化に関する認知の状況や地上デジタルテレビ放送

対応受信機の普及状況等を定量的に把握し、今後の周知広報等の取組に反映させるな

ど、今後の円滑な普及に資することを目的に実施したものです。調査結果は別紙を御

参照ください。 
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地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査の結果― 概要

調査結果によると、「アナログ放送停波」の認知度は９８．０％、「アナログ停波時期」の認知度は
８９．６％、「地上デジタル放送対応受信機」の世帯普及率は６９．５％。

１．調査概要

(1)調査実施時期 平成２１年９月

(2) 対象地域 全国４７都道府県の全域

(3) 対象者 男女１５歳以上８０歳未満の個人

(4)調査方法 RDD法によりサンプルを抽出した後、
郵送調査を実施

(5) 有効サンプル数 １２，８６４

２．主な調査項目

(1) 地上アナログテレビ放送停波に関する認知度
(2) 地上デジタルテレビ放送に関する認知度
(3) 地上デジタルテレビ放送対応受信機の世帯普及率
(4) 地上デジタルテレビ放送の受信・視聴状況
(5) 共同受信施設における対応状況
(6) 今後のデジタル化の予定
(7) その他

【アナログ停波時期の認知度】【アナログ放送停波の認知度】 【地上デジタル放送対応受信機の世帯普及率】

い
ず
れ
か
の

機
器
を
所
有

チ
ュ
ー
ナ
ー

内
蔵
テ
レ
ビ

チ
ュ
ー
ナ
ー

内
蔵
録
画
機

外
付
け

チ
ュ
ー
ナ
ー

チ
ュ
ー
ナ
ー

内
蔵
Ｐ
Ｃ

セ
ッ
ト
ト
ッ
プ

ボ
ッ
ク
ス

（Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）

（%）



地上デジタルテレビ放送に関する
浸透度調査

平 成 ２ １ 年 １ １ 月

総務省情報流通行政局



目 次
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調査概要
○調査実施時期 平成２１年９月
○調査対象地域 全国４７都道府県の全域
○調査対象者 男女１５歳以上８０歳未満の個人
○調査方法 RDD法によりサンプルを抽出した後、郵送調査を実施
○有効サンプル数 １２，８６４
○調査実施団体 社団法人デジタル放送推進協会
○調査委託先 株式会社サーベイリサーチセンター※

※総務省テレビ受信者支援センターの運営団体である社団法人デジタル放送推進協会より請負

（ページ）
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地上アナログテレビ放送停波についての認知度 地上アナログテレビ放送停波の時期についての認知度 （全員）

１－１ 地上アナログテレビ放送停波に関する認知度 －概要－

地上アナログテレビ放送停波についての感想（複数回答） （全員）

（%）

ほぼ全ての人が地上アナログテレビ放送の停波について知っている。２０１１年にアナログ放送が停波すること

の認知度は８９．６％と、前回調査と同じ値※１となっている。

様々な魅力をもつ地上デジタルテレビ放送が視聴できる
ようになるのだから良い

限られた資源である電波の有効利用につながるから良い

国の政策だから仕方がない

できれば地上アナログテレビ放送を続けてもらいたい

分からない・無回答

サイマル放送を続けると放送局側で二重の電力消費が生ず
ることから、地球環境上好ましくないため、仕方がない

サイマル放送を続けると放送局側でアナログ設備を更改する
ための無駄な設備投資が必要となることもあり、仕方がない
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地上デジタルテレビ
放送視聴者層

地上デジタルテレビ
放送非視聴者層

（%）
（地上デジタルテレビ放送視聴可否別）

※２ （）内は各調査項目の回答者、以下同様

（全員）※２
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※１ 地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査（2009年3月）の結果は89.6%



3

１－２ 地上アナログテレビ放送停波に関する認知度 －年代・性別の状況－

地上アナログテレビ放送停波についての認知度 （全員） 地上アナログテレビ放送停波の時期についての認知度 （全員）

（%）（%）

地上アナログテレビ放送停波及び停波時期についての認知は、年代及び性別にかかわらず高まっており、７０

歳代の方についても同程度の認知度（男性：８８．７％、女性：８７．９％）となっている。

年代・性別のサンプル数

90.1 

91.6 

89.9 

91.3 

90.6 

89.1 

87.9 

86.6 

90.0 

90.1 

91.1 
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88.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

男性 女性

95.2 

98.2 

97.7 

98.7 

98.9 

98.2 

97.3 

95.4 

98.1 

98.1 

99.1 

98.0 

97.9 

97.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

１５～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

男性 女性

男性 女性 小計

７０～７９歳 827 775 1602

６０～６９歳 1110 1148 2258

５０～５９歳 1130 1281 2411

４０～４９歳 956 1085 2041

３０～３９歳 1061 1208 2269

２０～２９歳 723 858 1581

１５～１９歳 354 348 702

合計 6161 6703 12864





























34.6%

28.4%

36.9%

0.0%

対応している

対応していない

分からない

無回答

ビル陰、高圧線付近などの受信障害対策としての共同受信施設の地上デジタルテレビ放送への対応状況につ

いて、「対応していない」と回答した世帯は約３割あるが、施設管理者から直接受信などの対応方法の連絡が

あったとの回答が多く、周知が進んでいる。

５－２ 共同受信施設における対応状況 －ビル陰、高圧線付近などの受信障害対策－

17

地上デジタル放送の特性や視聴するための方法についての認知度

Ｑ１．地上デジタルテレビ放送は、アナログ放送に比べて受信障害
に強い方式を採用しているため、 受信障害が生じる地域が小さく
なり、戸建て用の屋外アンテナ等を設置するなどして、直接、 デ
ジタル放送を視聴できる可能性が高まることをご存知ですか。

Ｑ２．現在、地上アナログテレビ放送用の共同受信施設を利用している方が、
今後、地上デジタルテレビ放送を視聴するための方法について、あなたが
ご存じのことを、次の中からいくつでもお知らせください。 （複数回答可）

共同受信施設の地上デジタル放送への対応状況 共同受信施設の工事の進捗状況（複数回答）

（%）

（%）

地上アナログ放送をビル陰、高圧線付近などの受信障害対策としての共同受信施設で視聴している方（N=459）

「地デジ放送を視聴するための方法の情報周知」と「改修工事」
のいずれも開始されていない

（地上デジタル放送により受信障害がなくなる場合）
戸建て用の屋外アンテナ等を設置する

（地上デジタル放送により受信障害がなくならない場合）
共同受信施設の改修工事をする

（受信障害の有無によらず）
ケーブルテレビ等へ加入する

「対応していない」
との回答者

38.8%

61.2%

0.0%

知っている

知らない

無回答 22.0 

28.7 

31.5 

44.1 
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0上記のいずれも知らない

1.0 

16.9 

10.6 

27.6 

31.4 

29.7 

12.0 

6.1 

0 20 40 

無回答

わからない

施設管理者が誰であるか分からない

施設管理者から「直接受信可能との連絡」があった

地デジ放送を視聴するための方法の情報周知があった

ケーブルテレビ等に加入予定である

既に「改修工事」が開始されている



６ー１ 今後のデジタル化の予定 －概要－

地上デジタル放送対応受信機を１台も保有していないが、少なくとも一台はアナログ放送の終了までに「対応予

定あり」としている世帯は、全世帯の２４．６％。既に地上デジタル放送対応受信機を保有している６９．５％と合

計すると、全世帯の９４．１％がアナログ放送の終了までに地デジ対応受信機を保有する見通し。
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地上デジタルテレビ放送対応受信機を保有している世帯

対応予定がある世帯※１

対応が分からない世帯※２

対応予定がない世帯※３
69.5%

24.6%

4.7% 1.2%

※１ 受信機を１台も保有していないが、アナログ放送停波までに少なくとも１台のアナログテレビは対応予定があると回答した世帯
※２ 受信機を１台も保有しておらず、一部又は全部のアナログテレビについて対応未定と回答した世帯
※３ 受信機を１台も保有しておらず、全てのアナログテレビについて対応予定がないと回答した世帯

地上デジタルテレビ放送対応受信機を

１台も保有していない世帯

受信機の保有状況とアナログ放送停波までの対応予定 （全員）



13.9 

8.6 

2.1 

0.2 

1.0 

2.5 

62.0 
31.2 

10.1 

29.4 

4.3 

7.3 

10.5 

14.0 

21.4 
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無回答

その他

携帯電話（ワンセグ）などで見られれば十分だから

現在市販されてる受信機の取扱いが煩雑だから

インターネットがあれば十分だから

経済的に地上デジタルに対応する余裕がないから

9.6 

5.8 

5.2 

11.3 

7.2 

6.7 

54.3 

9.3 

5.1 

5.0 

7.7 

9.0 

9.1 

54.8 

0 20 40 60 

無回答

まわりの様子を見て判断する

今のテレビが故障したら対応する

受信機の価格が安くなったら対応する

来年（2010年）中には対応する

2010年3月までに対応する

アナログ放送終了までには対応する
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7.2

8.7

3.9

80.1

0 20 40 60 80 100 

無回答

分からない

対応予定なし

対応予定あり

（%）

６ー２ 今後のデジタル化の予定 －対応受信機を１台も保有していない世帯－

地上デジタルテレビ放送対応受信機を１台も保有していない世帯のうち、約８割（全世帯の２４．６％）は「対応予

定あり」と回答している。またその７２．９％は、１台目のアナログテレビ（画面サイズの大きさ順で区別）における

対応時期を明確に見定めていると見られる。一方、「対応予定なし」とする理由としては経済的に余裕がない、あ

まり使用していないテレビなので対応しなくてもよい、インターネットがあれば十分だからとの回答が多い。

対応時期等の目安

（%）

（%）

１台目のアナログテレビ

２台目以降のアナログテレビ
（最大４台目までの延べ台数をカウント）

※家庭内にあるテレビについて画面
サイズの大きい順に区別して調査

（地上デジタルテレビ放送対応受信機を「１台も保有していない」との回答者）
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対応予定なしの理由（複数回答）

アナログ放送停波までの対応予定

あまり使っていないテレビなので対応しなくてもいいと思っているから

地上デジタル放送ならではの魅力的な番組が放送されてないから

「対応予定あり」との回答者

「対応予定なし」との回答者



６ー３ 今後のデジタル化の予定 －対応受信機を１台も保有していない世帯で今後対応予定があるテレビ－

地上デジタルテレビ放送対応受信機を１台も保有していない世帯においてアナログ放送停波までに対応予定の

あるアナログテレビに関して、購入したい対応受信機のタイプとしてはチューナー内蔵テレビが多く挙げられた。

また、２台目以降のアナログテレビ（画面サイズの大きさ順で区別）については、それに加えて外付けチューナー

で対応する傾向も見られる。

購入したい対応受信機のタイプ
（%）

（地上デジタルテレビ放送対応受信機を「１台も保有していない」が、アナログ放送停波までに「対応予定がある」との回答者）
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チューナー内蔵パソコンもしくはパソコン
用の外付けチューナー

エコポイントは購入のきっかけとなるか

（%）

10.8

16.1 

1.0 

1.0 

4.0 

14.0 

9.6 
43.5 

10.6

17.2 

0.4 

0.6 

3.3 

5.9 

9.8 

52.3 

0 20 40 60 

無回答

分からない

インターネットテレビ用チューナー

セットトップボックス（CATV）

外付けチューナー

チューナー内蔵録画機

チューナー内蔵テレビ

１台目のアナログテレビ

２台目以降のアナログテレビ
（最大４台目までの延べ台数をカウント）

※家庭内にあるテレビについて画面
サイズの大きい順に区別して調査

8.3 

4.6 

30.6 

19.2 
37.3 

3.1 

6.9 

29.6 

18.4 

42.0 

0 20 40 60 

無回答

エコポイントを知らない

どちらでもない

購入のきっかけにならない

購入のきっかけになる



6.5

13.5 

14.4 
65.6 

0 20 40 60 80 

無回答

分からない

対応予定なし

対応予定あり

６ー４ 今後のデジタル化の予定 －既に対応受信機を１台は保有している世帯－

既に受信機の一台は地上デジタルテレビ放送に対応済みの世帯では、未対応受信機の対応予定について６５．

６％が「対応予定あり」と回答しており、その６７．７％はその対応時期を明確に見定めていると見られる。一方、

１４．４％は「対応予定なし」と回答しているが、その理由としてあまり使用していないテレビであるため対応しなく

てもよいとの回答が多い。

（地上デジタルテレビ放送対応受信機を「いずれか保有している」との回答者）
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アナログ放送停波までの対応予定

（%）

対応予定なしの理由（複数回答）

（%）
あまり使っていないテレビなので対応しなくてもいいと思っているから

地上デジタル放送ならではの魅力的な番組が放送されてないから

（%）

対応時期等の目安

※家庭内にあるデジタル化未対応のテレビについて最大４台までの延べ台数をカウント

8.0 

11.5 

1.0 

1.2 

2.0 

3.1 

15.9 

68.7 

0 20 40 60 80 

無回答

その他

現在市販されてる受信機の取扱いが煩雑だから

携帯電話（ワンセグ）などで見られれば十分だから

インターネットがあれば十分だから

経済的に地上デジタルに対応する余裕がないから

6.3

6.3 

7.2 

7.8 

8.4 

11.3 52.7 

0 20 40 60 

無回答

まわりの様子を見て判断する

2010年3月までに対応する

来年（2010年）中には対応する

今のテレビが故障したら対応する

受信機の価格が安くなったら対応する

アナログ放送終了までには対応する

「対応予定あり」との回答者

「対応予定なし」との回答者



7.1

9.9 

0.4 

1.2 

4.1 

9.8 

9.7 57.8 

0 20 40 60 

無回答

分からない

インターネットテレビ用チューナー

セットトップボックス（CATV）

外付けチューナー

チューナー内蔵録画機

チューナー内蔵テレビ

６ー５ 今後のデジタル化の予定 －既に対応受信機を１台は保有している世帯で今後対応予定があるテレビ－

既に地上デジタルテレビ放送対応受信機を１台は保有している世帯での、アナログ放送停波までに対応予定の

あるアナログテレビに関して、購入したい対応受信機のタイプとしてはチューナー内蔵テレビが多く挙げられた。
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購入したい対応受信機のタイプ
（%）

チューナー内蔵パソコンもしくはパソコン
用の外付けチューナー

※家庭内にあるデジタル化未対応のテレビについて最大４台までの延べ台数をカウント

エコポイントは購入のきっかけとなるか

（%）

（地上デジタルテレビ放送対応受信機を「いずれか保有」しており、アナログ放送停波までに未対応のアナログテレビについて「対応予定がある」との回答者）

4.4

2.2 

32.4 

22.1 

38.9 

0 20 40 60 

無回答

エコポイントを知らない

どちらでもない

購入のきっかけにならない

購入のきっかけになる
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